
　　

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者
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陶芸・パッチワーク・短歌・ス

ポーツ観戦・パークゴルフなど

多趣味。

最近の日課は、朝一でパークゴ

ルフをプレーすること。

本間さんは猿払村のご出身で、猿
払村役場に約２年間勤務し、結婚
を機に退職されたのち、図書室で
約 22 年間勤務したそうです。当
時の図書室は本の分類がされてお
らず、約 8,000 冊もの本を一から
分類したり、当時普及し始めたば
かりのパソコンを導入し、データ
管理にも関わっていたそうです。
「分からないことも多く、日々勉
強の毎日でしたが、周りの方々の
助けもあり、とてもやりがいを感
じていました」と当時を振り返り
ます。

本間さんは多趣味な方で、興味が
あることには何でも挑戦している
そうです。日々の活動については
「都会では、施設や設備の使用料
が発生するため、何かに挑戦しよ
うと思ってもすぐには始められな

いことがあると思います。猿払村
では、施設や設備を無償で使わせ
ていただけて、本当に感謝してい
ます」とのこと。また、初めてサー
クル活動に参加した際に、サーク
ルメンバーにとても親切にしてい
ただいたことが印象に残ってお
り、人の温かさも猿払村の好きな
ところだと教えていただきました。

「誰しもが抗いようのない老いに
怯むことなく、堂々と老いてゆく
覚悟を持ち、一日一日を大切に楽
しく過ごしていきたいです」と語
る本間さん。猿払村の未来を担う
若者へ「どんなに辛い時でも、苦
しい時でも、応援している人や、
見てくれている人はいます。誰に
でも必ず宝物がありますから、自
分を大切にして、強く生きて欲し
いです」とエールをおくりました。

自分を大切にして、強く生きてほしいです
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ダンスが趣味。

ダンスサークルやイベント

参加、ＳＮＳでの発信など

幅広く活動している。

谷口さんはダンスが趣味で、村内
のダンスサークルに所属してお
り、子どもたちの指導やダンスイ
ベントに参加されるなど、積極的
に活動しているそうです。

ダンスを始めたきっかけは 10 年
以上も前のことで、幼いころから
音楽に合わせて体を動かすことが
好きだった谷口さんは、両親の勧
めを受けてサークルに加入し、現
在まで続けています。

週２回のサークル活動のほか、時
間さえあれば家でダンスの練習を
し、時にはインスタなどの SNS に
動画を投稿して自身のダンスを世
界中に発信しているという谷口さ
ん。「元々人見知りだったので、ダ
ンスを始めたときは不安で一杯で
した。けれど、ダンスをとおして

出会った友人のおかげでここまで
続けることができ、積極的に動け
るようにもなりました。SNS での
反応も少しずつ増えています」と
楽しそうに語ります。

そんな谷口さんが最も力を入れて
取り組んでいることは、高校受験
の準備だそうです。札幌市にある
ダンスの強豪校への進学を目指し
ており、日々のダンスの時間を減
らし勉強に当てているとのこと。

インタビューの最後には「様々な
分野に興味があるため、まだ具体
的には決まっていませんが、人を
楽しませられる仕事ができたらい
いなと思っています。どんなこと
があってもダンスを続けながら、
楽しく生きていきたいです」と将
来の夢を語りました。

どんなことがあってもダンスを続けたい
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猿払村のイベントに参加しました

　６月に猿払村の各地区で行わ

れたイベント「神社祭」に参加

しました。日本のお祭りにちゃ

んと参加したのは今回が初めて

です。知来別神社祭に遊びに行っ

たほか、鬼志別の神社祭ではお

賽銭持ちのお手伝いをし、鬼志

別内を歩いて回りました。たく

さん歩きましたが、初めて行く

場所も多く「こんなところにも

行けるんだ！」というワクワク

が勝ちあまり疲れませんでし

た。地域の方に話しかけていた

だくなど、普段話せない人と話

すことができてうれしかったで

す。また、ALT としてだけでな

く、教室の外でも頼っていただ

き、村のお手伝いができたこと

もとてもうれしく思います。

　アメリカでお祭りといえば宗

教的な行事「クリスマス」や「イー

スター」が思い浮かびます。ど

ちらも家族と過ごすようなイベ

ントなので、日本の「地域のみ

んなで一緒に何かをやる」とい

うのはすごいと思います。

　先月行われたさるふつ観光ま

つりにも行ってきました。子ど

もたちのダンスが印象に残って

います。雨の中、寒いのに頑張っ

ている子どもたちはすごい！そ

してすごくかわいかったです。

キツネダンスに使われている曲

は、自分が高校生の頃にアメリ

カで流行った曲なので、懐かし

い気持ちになりました。時間が

経ってから日本でも流行るなん

て偶然で面白いです。

ALT
外国語指導助手（ALT）

キム

はっぴを着てお手伝い

　先月、４年ぶりに開催された

さるふつ観光まつりに初めて参

加しました。待ち遠しかった夏

の風物詩の花火大会が悪天候で

中止になり残念に思いますが、

ベトナムの踊りを日本の方々に

お見せすることができ、本当に

光栄でした！披露したのは、ベ

トナムの伝統的な踊り「ムア・

ノン・ラー」とベトナム民舞ダ

ンスの２つです。漁業協同組合

の実習生７名、巽冷凍食品の実

習生６名と私で踊りました。

　「ムア・ノン・ラー」では、実

習生７名が民族衣装「アオザイ」

の姿で、ベトナム農家が日よけ

に使う伝統の帽子「ノンラー」

を使って踊りました。これはア

オザイの美しさや、それを着た

ベトナム女性の美しさなどをア

ピールする踊りです。２つ目は

「ベトナムの心」という曲を踊

りました。シンプルで覚えやす

く、誰でも何人でも一緒に踊れ

るフォークダンスです。

　全員、ダンスなどの経験が全

くない素人ばかりですが、せっ

かく貴重な機会をいただいたの

で、ベトナムの若者の代表とし

て、日本人の皆さんにベトナム

の文化を紹介したいという想い

で、一生懸命練習しました！私

たちの踊りを見て、ベトナムの

民族衣装「アオザイ」はこうい

うものなんだとか、ベトナムの

女の子はこんな顔してるんだと

か、少しでもわかっていただけ

たら本当にうれしいです。

ベトナムの踊りを披露！

国際交流員（CIR）

ジュエン

CIR
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ステージの様子

ベトナムの踊りの動画




